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令和5年度実績と評価

項目

1.経営の安定化を図る

在籍者数・入学者数・職員適正人員・経営収支

2.経営基盤の整備

学生募集活動・就職進学状況

3.学習環境の整備

施設管理・感染対策（病院と連携）・修学支援（経済面）

4.教育活動の質の向上

授業調整・教員の研修・研究発表



令和5年度 組織人員の内訳

◦学校長（専任）

◦教務主任

◦専任教員 11名（アルバイト1名含む）

◦実習指導教員 2名（職員1名、パート1名）

◦事務 2名（事務長、事務員1名）



1.経営の安定化を図る

目標値 結果

・ 在籍者数190名

・ 入学者数65名以上

・ 休学

・ 退学

・ 経常収支

・ 在籍者数188名

・ 入学者数61名

・ 休学 1名（3年生）

・ 退学 2名（2年生）

＊10/31付1名、1/31付1名 進路変更

・ 令和5年度は、学生数が予算を下回った

ことで授業料収入が減少し収支はマイナスと

なった。



令和5年度在籍総数190名以上

令和6年3月 在籍総数 188名

1年生 第36期生63名 （男性 11名）
（社会人6名）

2年生 第35期生65名 （男性 12名）

（社会人6名）
3年生 第34期生60名 （男性 9名）

（社会人3名）



入学

試験

令和3年度

34期生

令和4年度

35期生

令和5年度

36期生

令和6年度

37期生

推薦・

社会人

受験者43名

入学者37名

受験者 37名

入学者 36名

受験者 44名

入学者 36名

受験者 25名

入学者 24名

一般

（前期）

受験者 57名

入学者 22名

受験者 48名

入学者 27名

受験者 33名

入学者 18名

受験者 18名

入学者 9名

一般

（後期）

受験者 20名

入学者 4名

受験者 27名

入学者 5名

受験者 3名

入学者 2名

受験者 2名

入学者 0名

入学者数 63名 68名 61名 33名

受験者・入学者動向



入学者減少の要因

◦少子化、大学志向

◦ コロナにより看護系の志願者が減少傾向

◦志願者の減少により札幌、千歳、恵庭、旭川、留萌、帯広など
の地域の学生が地元など志望の地で入学できる状況となった。
また、社会人も札幌などの都市圏を希望し、志望の大学や専門
学校に合格できるようになった。

◦近隣看護学校や都市圏の学校の奨学金制度の充実

◦学習環境の完備が未充足（クーラーなど）



西胆振地域の看護学校における課題

＜西胆振地域の現状＞

18歳人口の減少、室蘭市の人口減少

札幌市への流出、大学進学者の増加

令和6年度も西胆振入学者の減少

日鋼記念看護学校 33名

市立室蘭看護専門学院 48名

伊達赤十字看護専門学校 令和6年3月閉校

・ 北海道内における胆振地域の看護学校の

定員充足率が低く、課題となっている

＊西胆振地域全体で、必要な看護師数



令和5年度
新入生61名
出身地域

西胆振
43名

70.5%

男性
11名
社会人

6名

苫小牧

7名
11.5%

札幌圏

9名

旭川1名 東京1名

神奈川1名

13.1%



2.経営基盤の整備
1.学生募集活動の推進

①高校訪問及び社会人志願者への広報活動の拡充

・ 高校訪問41校、

高校進学説明会依頼3校

（室蘭東翔高校、檜山北高校、北海道大谷室蘭高校）

社会人対象進学説明会

・ 対面によるオープンスクール

学生企画による学校紹介・見学、看護技術体験

参加者：高校生83名 保護者5名引率教員2名 計90名

午後～在校生保護者40名

・個別の学校見学会開催

個別対応８名(西胆振、社会人など）



2.経営基盤の整備
②同窓会組織の活発化

・創立35周年記念式典及び記念シンポジウム開催



創立35周年記念式典



2.経営基盤の整備

2.看護師国家試験合格率向上：

各学年の年間計画に基づく国家試験対策

3年生：模試9回、業者集中講座5回、教員による補講、模試低

得点者への個別指導・面談、長期休暇時の補講

メディックメディア自己学習サポート（スマフォ・PC活用）

2年生：模試3回、業者集中講座3回、模試解き直し指導、教員

作成問題、模試低得点者への個別指導・面談

メディックメディア自己学習サポート（スマフォ・PC活用）

1年生：模試1回、 「解剖生理学ポイントノート」を活用し講義

前後に学習、その成果の提出・指導、解剖生理学小テス

トの反復、自己学習方法未獲得者への個別指導・面談



国家試験合格率の推移

回 受験者数
全国

合格率
当校
合格率

113 63,301 87.8 93.3

112 58,152 90.8 97.1

111 59,344 91.3 95.1

110 59,769 90.4 92.3

109 65,569 89.2 92.1

108 63,603 89.3 95.6

合格
率下
がる



令和5年度就職・進学状況

就職状況

・当法人 ：日鋼記念病院26名、天使病院（札幌）2名

・実習施設：製鉄記念室蘭病院6名、三愛病院1名、

大川原脳外科病院1名

・他施設 ：イムス札幌消化器中央総合病院4名、苫小牧王子

病院3名、稲渓仁会病院2名、札幌孝仁会病院2名

道立病院1名、他6名（旭川・帯広・名寄・日高・八雲）

道外4名（横浜・千葉・滋賀）

・道立旭川高等看護学院市域看護学科1名

進学状況（保健師1名）



3.学習環境の整備
◦校舎の整備及び施設管理：施設管理課との連携

◦感染対策：感染制御室との連携、感染対策ガイドライン（学内・臨地
実習）

◦健康管理：学校医、健診センター及び臨床心理科との連携

◦遠隔授業の推進：講師の協力、システム総括室との連携

◦実習期間の短縮と日程変更：実習施設との連携

◦学内実習と臨床の場での実習：実習施設との連携

◦地域在住患者ボランティア協力による授業の充実

（看護統合演習Ⅱ・基礎看護学実習等）

◦高等教育修学支援制度の活用(在校生への経済支援)

◦学生支援緊急給付金の活用(在校生への経済支援)

◦専門実践教育訓練給付制度の活用(社会人入学生への経済支援)



4.教育活動の質の向上

◦改正カリキュラムの円滑な運営

①授業（講義・演習・実習）の充実に向け関係部署との連携

②電子テキスト有効活用への対応

◦学校関係者評価委員会の開催により当校の強み・課題について
示唆を得る

◦研修への参加(web）延べ27人、学術集会参加(web） 延べ3人



令和6年度に向けて



令和6年度 組織人員の内訳

◦学校長（専任）

◦教務主任

◦専任教員 11名（パート1名含む）

＊R6年4月 1名天使大学大学院通学

7月 1名退職

１０月 1名看護部から異動

◦実習指導教員 令和6年3月 2名退職

＊看護部リリーフ1名（成人老年看護学実習ⅡⅢ）

◦事務 2名（事務長、事務員1名）

1名（本部財務課長兼務午後）

1名（病院図書司書兼務 2回/週）



学校名 定員 入学
予定者

日鋼記念看護学校 70名 33名

市立室蘭看護専門学院 50名
60名

48名 R5年度より定員減
R7年度より定員増

苫小牧看護専門学校 80名
60名

60名 R4年度王子と合併
R7年度より定員減

浦河赤十字看護専門学校 30名 7名 R8年度募集停止
R10年3月31日閉校予定

伊達赤十字看護専門学校 30名 R6年3月31日閉校

王子総合病院附属看護専門
学校

40名 R6年3月31日閉校

日胆地区の看護専門学校の状況 （R6.4.1）

入学者R4年71名/ R5年55名

入学者R4年44名/ R5年48名



令和6度事業目標

◦ 学生募集活動の推進

1.入試方法の見直し：推薦の評定（3.6→3.2）・小論文公表、

社会人枠入試の拡充【社会人1期（小論文）・2期（国語）・3期（国語）】

2.広報活動：高校訪問校・進学相談会参加の拡充、社会人への

アピール強化 【室蘭合同企業説明会参加・ハローワーク月2回説明会】

経済的支援整備のアピール、実習環境や住居サービスのアピール

3.同窓会組織の活発化（HP活用の充実、同窓会名簿整理など）

◦ 第114回看護師国家試験合格率向上への対策

教員セミナー、模試、集中講座、模試解直し指導、SNS利用毎日国試問
題提示

◦ 学生個々の状況に応じた学習支援

個別指導強化・学習支援システム継続（2・3年生）

在籍者数・入学者数確保、看護師国家試験合格率向上



令和6年度事業目標

◦ 日鋼記念病院への必要な就職者数確保の推進

◦ 天使病院との連携による対面就職説明会や見学会の開催

◦ 進学者への支援

◦ 新カリキュラムの円滑な運営（施行3年目となり全学生が新カリ）

①授業（講義・演習・実習）の充実に向け関係部署との連携

・外部講師：ICT活用能力、災害看護、身体拘束など講義

・模擬患者ボランティアの体制整備

・実習環境：母性看護学実習の整備

実習施設拡充の評価【子ども食堂等】

②電子テキストの円滑な活用と対応

進路指導・ 新カリキュラムの円滑な運営と評価



令和5年度自己点検・自己評価 結果

・調査対象 ：専任教員（教務主任含む）11名

・ 調査時期 ：令和6年2月末～3月

・ 調査内容 ：本校指定の自己点検・自己評価表

（9項目94質問）

・5段階評価：5点「そう思う」

4点「ややそう思う」

3点「あまりそう思わない」

2点「そう思わない」

1点「わからない」



令和5年度実績と評価

項目

1.経営の安定化を図る

在籍者数・入学者数・職員適正人員・経営収支

2.経営基盤の整備

学生募集活動・就職進学状況

3.学習環境の整備

施設管理・感染対策（病院と連携）・修学支援（経済面）

4.教育活動の質の向上

授業調整・教員の研修・研究発表



Ⅰ.教育理念・教育目的

Ⅱ．教育目標

Ⅲ．教育課程経営

Ⅳ．教授・学習（講義・

演習・実習）・評価課程

Ⅴ．経営・管理過程

Ⅵ．入学

Ⅶ．卒業・就業・進学

Ⅷ．地域社会・国際交流

Ⅸ．研究

9項目

4.2

4.5

4.0

4.0

4.1

4.0

3.6

3.1

令和5年度

令和4年度

ⅥⅥⅥ



Ⅰ教育理念・教育目的

全ての項目が評点平均4.0以上と評価得点が高く、教育理念
を理解した教育が出来ている。前年度に課題としていたⅠ-2
「教育理念・目的の意識と周知：教育理念・教育目的は学生に
とって学習の指針となるように具体的に明示され、実際に指
針となっている」やⅠ-5「学習・教育観と学生観：看護・看護教
育・学生観について、教員の教育活動の指針となるように明
示され実際の指針となっている」について、内容の捉えが深ま
り実際の教育活動とリンクし進められつつある。新カリキュラ
ム構築を契機に見直しをした教育理念などそれらが明確化さ
れた背景について、今後も教員の理解が深まるよう研修や会
議を利用し周知していく。



Ⅱ教育目標

評点平均4.0以上と評価得点が高い傾向である。教育目標につ
いて理解した教育が出来ていると評価。得点が昨年度の4.5か
ら下回り、前年度の得点から比較すると「設定意図とその明確
性・実現可能性」の項目のⅡ-3「教育目標は設定意図が明確で
あり、教育活動の指針となっている」Ⅱ-4「教育目標は実現可
能であり、社会の人々や学生が理解できるものである」や「教育
目標の評価」の項目Ⅱ-5「看護実践者としての能力を育成する
側面と学習者としての成長を促す側面から教育目標を設定して
いる」の得点が下回り課題となっている。このことは、新カリキュ
ラム編成により見直しがなされ、理解が深まったと捉えていた
が、実際の教育活動の状況によって得点の変動が生じてしまう
ような何らかの原因になる事象が発生したと推察する。そのた
め、それらの原因を明瞭にしていく。



Ⅲ教育課程経営

評点平均3.7と昨年度の4.1よりも得点のポイントが下がってい
る。下位項目の中で平均得点が3.0を下回ったのは「教員の教
育・研究活動の充実」の項目Ⅲ-19「教員が授業準備のため
の時間を取れる体制を整えている」やⅢ-20 「教員が相互に
成長できるよう、相互研鑽のシステムを整えている」が低い数
値を示した。このことは令和5年5月以降covid-19が感染症分
類の5類へ移行しても地域の感染状況によって実習体制や方
法の変更、非常勤講師との調整など即時的に対応する必要
があり、教員の業務量は増えたままで負担感も高いままと認
識されていることが推察される。



Ⅲ教育課程経営

また「教員の専門性を高める体制や自己研鑽・相互研鑽を保
障するシステム」などに予算が十分立てられず、日々の業務
に追われ、オンライン導入されている研修の機会なども充分
に活用できていない現状がある。それらを一気に解決するこ
とは容易ではないが、改善に向けて教員のラダーの整理と共
に研修を計画的に進めていく必要がある。また、下位項目の
「学生の看護実践体験の保証」の中のⅢ-23「臨地実習施設
は、学生の看護実践の実習を支援する体制を整えている」に
ついて得点が特に低値を示し、このことはcovud-19の感染対
策により実習受け入れの状況が感染前の状況と異なることや
主たる実習施設の病院看護部の看護提供方式の変更計画があ
り、地域のcovid-19感染状況の経過をみながら、また実習受
け入れ施設との調整を密に行い新たな体制に向けての準備を
整える必要がある。



Ⅳ教授・学習・評価過程

評定平均3.7と昨年度の平均4.1より得点ポイントが下回っている。

特に下位項目「授業内容間の関連と発展」のⅣ-4「学生の理解を効

果的に促すために、授業内容の重複や整合性・発展性等が明確に

なっている」が平均得点4.1から3.3と下がっており、このことは新カリ

キュラムへ改訂後、学習進度が進行し実際の教育活動を行う中で

様々な課題となりうる面が明瞭となったことが推察される。カリキュ

ラムは生き物であり実際の状況に応じて修正しながら精度を高める

必要があり、皆で意見交換し適切な評価の基、改善するよう検討し

ていく。



また、下位項目「授業の展開過程」のⅣ-8「学生に対し効果

的な教育・指導を行うために、実習指導者や教員間の協力体

制を明確にしている」が昨年度の平均得点3.8から3.3と得点

ポイントが下がり、このことはcovido-19の感染対策による実

習調整や看護体制変更に伴う実習体制の整備や臨床との指導

における役割などの協力体制調整に難渋している状況が推察

される。そのため、新たな看護体制の長所や短所などを具体

的な現象を基に教員と臨床で共有しながら一つひとつ丁寧に

検討し新たな実習体制構築をめざす。

Ⅳ教授・学習・評価過程



Ⅴ経営・管理過程

評定平均3.6と昨年度の平均4.2より得点ポイントが下回ってい
る。特に下位項目「施設・設備の整備」のⅤ-9「施設・設備は
医療・看護の発展や学生層の変化に合わせて計画的に整備
改善を進めている」が平均得点3.6から2.7と下がっており、ま
た、Ⅴ-10 「学生および教職員にとっての福利厚生の施設整
備は、学生生活や教職員の職務が円滑に遂行できるように整
備している」が平均得点3.4から2.8へ得点ポイントが下がって
いる。このことは昨年の夏の猛暑により学習環境が整わず、8
月には体調を崩す学生が複数発生したことが大きく影響して
いると推察する。現在、看護実習室へのエアコンの設置を計
画し、順次他の場所の設置も実現していくよう調整し、学習環
境を整えたい。



Ⅴ経営・管理過程

また、令和6年度に向けて、夏季休業を延長した時間割の配置とし、
温暖化などの気候の変化による対応を工夫していく。次に災害など
の危機管理面については、避難訓練の実施やまた、令和6年度は4年
ぶりに対面でのオープンスクールの開催ができ、近隣高校生や保護
者など90名が来校した。令和6年度も入学者確保に向けたオープンス
クールによる当校のアピール、学生間の交流を図るため日鋼祭の実
施など感染対策をしながら実現を目指すよう調整していく。また、
令和2年4月から始まった修学支援制度の対象校として学生への経済
面の充実を図るよう継続して取り組んでおり、それらの制度の活用
について、より多くの方に情報提供できるよう今後も高等学校での
説明を行うと共に、在校生・保護者への説明（文書ならび口頭）を
継続し周知に努める。



Ⅵ入学

評価得点が昨年度の4.2点から3.7点と得点ポイントが下がった。令

和５年度も看護専門学校を取り巻く環境は非常に厳しく、少子化・

大学進学者の増加・都会志向、またコロナ禍で看護職の過酷な労

働イメージとしての認識により職業選択を躊躇する高校生が増加す

るなどの状況となり受験者確保に増々苦慮する状態である。受験

者や入学者の動向をふまえ効果的な広報活動を行うと共に入試方

法の見直しをしていく。また、現役高校生の他、社会人へのアプロ

ーチも強化していく。



Ⅶ卒業・就業・進学

評定得点は前年度と変わらない。卒業生の6割程度が日鋼記
念病院へ就職している。コロナ禍で卒業生が学校に来校する
ことを制限していたため、来校がコロナ禍前より激減しており、
学生からの口頭での情報は得られにくくなった。今後の感染
状況も鑑み、母校への里帰りや同窓生との交流など同窓会
活動活発化し、卒業後の状況についての情報を得ていくこと
や就職先の病院や進学先の学校とも連携し実態調査の実施
に向けて調整していく。



Ⅷ地域社会・国際交流

評定得点は前年度と概ね変わらない。国際交流の体制整
備が滞っている。海外での就業や留学などにより、令和5
年度も手続きのための書類や海外の業者とのやり取りな
ど数件対応しており、必要な手続きの明文化の整備をし
ていく。また、海外で活躍するあるいはしていた卒業生な
どの状況を在校生へ紹介する機会を作るなど教職員・学
生へ情報提供していく。



Ⅸ研究

研究担当グループで論文の精読について取り組んだが、テーマを
明瞭にし研究計画書作成までに至っていない。教育の質向上を目
指し全教員が取り組めるよう研究環境の整備を進めていくよう検討
していきたい。令和6年度に向け大学院（修士課程）への進学者も
おり、勤務しながらの学習についてサポートし、他教員へも研究的
姿勢を滋養できるような情報共有を進められるように調整する。



質疑応答



令和6年度
学生支援トピックス 1



目次
１．新カリキュラムー災害看護、臨床判断演習

２．インスタグラムの立ち上げ

３．看護実習室にエアコン設置

４．オープンスクール＆日鋼祭(在校生交流再開）

５．キッチンカー登場

６．立野了子音楽活動６５周年記念音楽フェスティバル2024参加

７．その他



１．新カリキュラム(災害看護)



１．新カリキュラム(臨床判断演習)



2．日鋼記念看護学校インスタグラムの立ち上げ



3.看護実習室に念願のエアコン設置



オープンスクール＆日鋼祭(在校生交流再開）



キッチンカー登場



４．立野了子音楽活動６５周年記念
音楽フェスティバル2024参加



還暦祝い

永井和江教員

東山由実教員

伊藤眞理学校長



学生支援トピックス2

社会人入学者確保対策

～「学び直し」広がる公的支援～

令和6年度



「学び直し」 て 転職



1.むろらんジョブフェアが4年ぶりに開催

看護資格を取得して
室蘭で働きませんか



むろらんジョブフェア2024に参加



会場の蓬莱殿には34社が集合



日鋼記念看護学校ブース







2.ハローワーク室蘭での進学説明会

ポスター掲示場所

・ハローワーク室蘭
・ハローワーク伊達分室
・ハローワーク・プラザ中島
・ジョブガイドのぼりべつ

(アーニス2階)

☆求職者資料フォルダーには

持ち帰り用A4判リーフレットも配備

・日鋼記念病院
・老健母恋
・東室蘭サテライト
・登別記念病院
・セブンイレブン日鋼記念病院店



ハローワーク室蘭掲示板に掲載





3.YouTube配信



社会人への説明動画【5分間】



令和7年度版を年内配信予定


